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野村ファンドラップREITプレミア 
Aコース 

運用報告書(全体版) 
 

第３期（決算日2018年７月20日） 
 

作成対象期間（2018年１月23日～2018年７月20日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／不動産投信 
信 託 期 間 2016年10月21日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

主として、世界各国（新興国を含みます。）のREIT（不動産投資信託証券）を実質的な投資対象とする投資信託証券（投資信託の受益
証券（投資法人の投資証券を含みます。）。以下同じ。）に投資し、信託財産の中長期的な成長を目標に運用を行います。 
投資する投資信託証券については、実質的な外貨建て資産については為替ヘッジ（先進国通貨等による代替ヘッジを含みます。）を行
うことを基本とするもの、もしくはこれらに類するものに限定することを基本とします。 
投資信託証券への投資にあたっては、別に定める投資信託証券の中から、定性評価、定量評価等を勘案して選択した投資信託証券に分
散投資を行うことを基本とします。なお、組入投資信託証券については適宜見直しを行います。 

主な投資対象 
主として有価証券に投資する投資信託証券を主要投資対象とします。なお、コマーシャル・ペーパー等の短期有価証券ならびに短期金
融商品等に直接投資する場合があります。 

主な投資制限 
投資信託証券への投資割合には制限を設けません。 
外貨建て資産への直接投資は行いません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘案して
分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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野村ファンドラップREITプレミア Aコース

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

2016年10月21日 10,000 － － 100.00 － － 1 

１期(2017年７月20日) 9,667 0 △3.3 102.12 2.1 97.9 6,520 

２期(2018年１月22日) 9,671 0 0.0 101.93 △0.2 97.9 10,124 

３期(2018年７月20日) 10,056 0 4.0 104.73 2.7 98.9 11,085 
 

 

＊ ベンチマーク（＝「S&P先進国REIT指数（配当込み、円ヘッジベース）」）は、提供の数値をもとに、当社が独自に為替ヘッジコストを考

慮して円換算したものです。なお、設定時を100としています。 

＊ S&P先進国REIT指数はスタンダード＆プアーズ ファイナンシャル サービシーズ エル エル シーの所有する登録商標であり、野村ア

セットマネジメントに対して利用許諾が与えられています。スタンダード＆プアーズは本商品を推奨・支持・販売・促進等するものでは

なく、また本商品に対する投資適格性等に関しいかなる意思表明等を行なうものではありません。 

（出所）スタンダード・アンド・プアーズ、ブルームバーグ 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2018年１月22日 9,671 － 101.93 － 97.9 

１月末 9,699 0.3 102.58 0.6 97.9 

２月末 9,403 △2.8 98.52 △3.3 98.2 

３月末 9,433 △2.5 99.00 △2.9 99.0 

４月末 9,407 △2.7 97.88 △4.0 99.0 

５月末 9,766 1.0 101.78 △0.1 98.8 

６月末 10,013 3.5 104.44 2.5 99.2 

(期  末)      

2018年７月20日 10,056 4.0 104.73 2.7 98.9 
 
＊騰落率は期首比です。 
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野村ファンドラップREITプレミア Aコース

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2018年１月22日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、S&P先進国REIT指数（配当込み、円ヘッジベース）です。ベンチマークは、作成期首（2018年１月22日）の値が基準

価額と同一となるように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

基準価額は、期首9,671円から期末10,056円となりました。 

 

（上昇要因） 

・５月に米国の大手REIT銘柄が好調な決算を発表したことや米中の貿易摩擦に対する懸念か

ら米長期金利が低下したこと 

・６月にパウエルFRB（米連邦準備制度理事会）議長の発言を受けて利上げのペースに対する

警戒感が後退したこと 

 

（下落要因） 

・１月の米雇用統計が好調であったことを受け、FRBによる利上げ観測が高まったことなどか

ら、米国の債券利回りが上昇したこと 
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野村ファンドラップREITプレミア Aコース

○投資環境 

＜世界REIT市場＞ 
１月の米雇用統計が好調であったことを受け、FRBによる利上げ観測が高まったことなどか

ら、２月上旬にかけて軟調に推移しました。その後、５月に米国の大手REIT銘柄が好調な決算
を発表したことや米中の貿易摩擦に対する懸念から米長期金利が低下したことなどから、値上
がりとなりました。６月にはFOMC（米連邦公開市場委員会）において利上げが決定され、2018
年通年の利上げ回数予測が上方修正されたことから、一時値下がりとなりましたが、パウエル
FRB議長の発言を受けて利上げのペースに対する警戒感が後退する中、堅調に推移し、当作成
期間では値上がりとなりました。 

 
＜為替市場＞ 
米中貿易摩擦に対する警戒感やシリアや北朝鮮を巡る地政学的リスクが意識される中、米国

国債利回りの上昇などを背景に米ドルが買われ、当作成期間では、米ドルは円に対して上昇
（円安）となりました。一方、ドイツの二大政党による大連立政権樹立後の人事を巡る不透明
感や、イタリア政局を巡る不透明感などからユーロは売られ、当作成期間では、ユーロは円に
対して下落（円高）となりました。 

 
ただし、Aコースは為替リスクをヘッジ（回避）する投資信託証券を組み入れているため、

上記の為替市場の変動の影響をほとんど受けておりません。 
 

○当ファンドのポートフォリオ 
世界各国（新興国を含みます。）のREIT（不動産投資信託証券）※を実質的な投資対象とする

投資信託証券を主要投資対象とし、信託財産の中長期的な成長を目標に運用を行いました。 
※世界の金融商品取引所に上場（これに準ずるものを含みます。）されている不動産投資信託証券（一般社団法人投資信託協会規則に定める

不動産投資信託証券をいいます。）とします。なお、国によっては、「不動産投資信託証券」について、「REIT」という表記を用いていない

場合もありますが、ファンドにおいては、こうした場合も含め、全て「REIT」といいます。 

 
・投資信託証券組入比率 

投資方針に基づいて、当作成期を通じて高位の組入れを維持しました。 
 

・指定投資信託証券の見直し 
運用体制、運用プロセス、情報開示等についての定性的な評価を重視し、2018年４月に投資

対象ファンドに選定した「ブラックロック世界REITファンドF」への投資を開始し、組入比率
を引き上げた一方、ポートフォリオ全体のリスク特性がベンチマークからかい離しないように
するため、「ノムラ－ラサール世界REITファンドF」などの投資比率を引き下げました。 

 
・指定投資信託証券の組入れ比率推移 
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野村ファンドラップREITプレミア Aコース

○当ファンドのベンチマークとの差異 

今期の基準価額の騰落率は＋4.0％となり、

ベンチマークの＋2.7％を1.3ポイント上回りま

した。 

 

【主な差異要因】 

（プラス要因） 

［ノムラ‐ACIグローバルREITファンドF］が、

ベンチマークを上回る騰落率となったこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎分配金 

収益分配金については、基準価額水準等を勘案して決定しました。 

留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第３期 

2018年１月23日～ 
2018年７月20日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 362  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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野村ファンドラップREITプレミア Aコース

◎今後の運用方針 

以下のように、定性的に高く評価したファンドを中心に、リスク分散を考慮して投資するこ

とで、多くの運用者の資産運用スキルを効率よく活用することを目指します。 

 

１）各投資対象ファンドについて「ファンドの運用目標を中長期的に安定して達成する可能性」

を定性的に評価します。 

２）各投資対象ファンドの「リスク特性」（注）を定量的に分析します。 

３）定性的に高く評価したファンドを中心に組み入れ、かつポートフォリオ全体としてのリス

ク特性がベンチマークと大きくかけ離れないよう、組入ファンドの投資比率の調整を行い

ます。 
（注）ここでいう「リスク特性」とは、地域・国別の配分や業種別の配分など、各ファンドの値動きに影響を与える特徴的な要因をいいます。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

  



品 名：90001_180307_003_02_野村ファンドラップ REIT プレミア A コース_732647.docx 

日 時：2018/9/5 9:20:00 

ページ：6 

 

－ 6 － 

野村ファンドラップREITプレミア Aコース

○１万口当たりの費用明細 (2018年１月23日～2018年７月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 14  0.143  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (11)  (0.117)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 2)  (0.016)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.011)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 0   0.002   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 14   0.145    

期中の平均基準価額は、9,620円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2018年１月23日～2018年７月20日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 

内 

 口 千円 口 千円  
ノムラ世界REITファンドF 23,483 212,025 58,434 540,403  

ノムラ‐ACIグローバルREITファンドF 36,753 353,811 109,920 1,089,565  
ノムラ－ラサール世界REITファンドF 22,499 206,984 264,313 2,506,835  
ブラックロック世界REITファンドF 390,746 3,961,187 － －  

合 計 473,481 4,734,008 432,667 4,136,805  
 
＊金額は受け渡し代金。 

＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊銘柄コード等の変更があった銘柄は、別銘柄として掲載しております。 

 

  

投資信託証券 
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野村ファンドラップREITプレミア Aコース

○利害関係人との取引状況等 (2018年１月23日～2018年７月20日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 4,734 4,734 100.0 4,136 4,136 100.0 

 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
信託銀行です。 

 

○自社による当ファンドの設定、解約状況 (2018年１月23日～2018年７月20日) 

期首残高 
（元 本） 

当期設定 
元  本 

当期解約 
元  本 

期末残高 
（元 本） 

取 引 の 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
0 － － 0 当初設定時における取得 

 

○組入資産の明細 (2018年７月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

ノムラ世界REITファンドF 262,981 228,030 2,208,698 19.9 

ノムラ‐ACIグローバルREITファンドF 498,671 425,504 4,405,668 39.7 

ノムラ－ラサール世界REITファンドF 256,888 15,074 154,779 1.4 

ブラックロック世界REITファンドF － 390,746 4,199,347 37.9 

合 計 1,018,540 1,059,354 10,968,494 98.9 
 
＊比率は、純資産総額に対する評価額の比率。 

＊評価額の単位未満は切り捨て。 

＊銘柄コード等の変更があった銘柄は、別銘柄として掲載しております。 

 

○投資信託財産の構成 (2018年７月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 10,968,494 98.6 

コール・ローン等、その他 160,845 1.4 

投資信託財産総額 11,129,339 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 
 

利害関係人との取引状況 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2018年７月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 11,129,339,271   

 コール・ローン等 160,845,181   

 投資信託受益証券(評価額) 10,968,494,090   

(B) 負債 43,360,946   

 未払金 12,243,742   

 未払解約金 15,784,644   

 未払信託報酬 15,163,808   

 未払利息 324   

 その他未払費用 168,428   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 11,085,978,325   

 元本 11,023,954,628   

 次期繰越損益金 62,023,697   

(D) 受益権総口数 11,023,954,628口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,056円 
 

（注）期首元本額は 10,469,050,630円、期中追加設定元本額は

1,940,509,924円、期中一部解約元本額は1,385,605,926円、１口

当たり純資産額は1.0056円です。 

○損益の状況 (2018年１月23日～2018年７月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     55,614   

 支払利息 △     55,614   

(B) 有価証券売買損益 461,351,299   

 売買益 529,913,764   

 売買損 △ 68,562,465   

(C) 信託報酬等 △ 15,332,236   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 445,963,449   

(E) 前期繰越損益金 △ 52,210,810   

(F) 追加信託差損益金 △331,728,942   

 (配当等相当額) (    5,315,314)  

 (売買損益相当額) (△337,044,256)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 62,023,697   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 62,023,697   

 追加信託差損益金 △331,728,942   

 (配当等相当額) (    5,315,314)  

 (売買損益相当額) (△337,044,256)  

 分配準備積立金 393,808,253   

 繰越損益金 △     55,614   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2018年１月23日～2018年７月20日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2018年１月23日～ 
2018年７月20日 

a. 配当等収益(経費控除後) 0円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 387,468,096円 

c. 信託約款に定める収益調整金 5,315,314円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 6,340,157円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 399,123,567円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 362円 

g. 分配金 0円 

h. 分配金(１万口当たり) 0円 
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野村ファンドラップREITプレミア Aコース

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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＜お申し込み時の留意点＞

販売会社の営業日であってもお申し込みの受付ができない日（以下 ｢申込不可日｣ といいます。）が
あります。
お申し込みの際には、これらの申込不可日に該当する日をご確認のうえ、お申し込みいただきますよ
うよろしくお願いいたします。

（2018年7月20日現在）
年　月 日
2018年７月 －

８月 －
９月 ３
10月 －
11月 22
12月 25

※ 2018年12月までに該当する「申込不可日」を現時点で認識しうる情報をもとに作成しておりますが、諸事情等により
突然変更される場合があります。
したがって、お申し込みにあたってはその点についても十分ご留意下さい。また、諸事情等による申込不可日の変更は、
販売会社に連絡いたしますので、お問い合わせ下さい。
なお、弊社ホームページ（http://www.nomura-am.co.jp/）にも掲載いたしております。
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